
10月29日（日）に総合体育館で第12回小
中学生百人一首大会が開催され、小学生
の部27人（源平戦）、中学生の部4人

（個人戦）による熱戦が繰り広げられま
した。
【小学生の部】大南学園七小Ａチーム
【中学生の部】渡邊　水織さん

主催：武蔵村山市教育委員会
協力：一般社団法人全日本かるた協会・

教育を支援する市民の会
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『
夢
や
目
標
を
も
ち
、
未
来
に
挑
戦
す
る
子
供
た
ち
』

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
の
役
割
は
、
子
供
た
ち
に
基
礎
・
基
本
と
な
る

学
力
を
し
っ
か
り
付
け
さ
せ
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
付
け

さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
社

会
を
生
き
抜
く
力
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
で
す
。

学
校
に
行
っ
て
学
ぶ
喜
び
が
あ
り
、
共
に
活
動
す
る
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
が
こ
う
生
き
て
い
き
た
い
、
こ
う
な
り
た
い
と
夢
が
描
け
る
こ
と
で

す
。子

供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
い
じ
め
や
少
年
に
よ
る
事
件
、

そ
し
て
、
夢
が
も
て
な
い
子
供
た
ち
な
ど
と
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
自
身
を

含
め
、
大
人
た
ち
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
人
が
夢
を
も
た
ず
、
生
き
生
き
と

生
活
し
な
い
で
、
子
供
に
だ
け
夢
を
も
て
と
言
っ
て
も
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供

の
問
題
は
大
人
の
問
題
で
す
。
大
人
が
し
っ
か
り
生
き
て
輝
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。大

人
が
子
供
た
ち
に
人
生
を
語
ろ
う
。
生
き
生
き
と
し
て
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
見
せ
よ
う
。
自
分
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
生
き
な
い
と
、
自
分
が
輝
か
な
い

と
、
そ
し
て
、
自
分
が
開
拓
者
に
な
ら
な
い
と
子
供
た
ち
に
何
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
年
の
初
め
に
、
自
ら
輝
く
生
き
方
を
し
な
け
れ
ば
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

武
蔵
村
山
市
教
育
長　
池
谷　
光
二
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むさしむらやま教育

第一中学校吹奏楽部
東日本学校吹奏楽大会出場東日本学校吹奏楽大会出場

第12回
小中学生百人一首大会小中学生百人一首大会

第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
現
在
、
1
年
生
9
名
、
2
年
生
7
名
、
3
年

生
5
名
の
計
21
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
第
63
回
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
日
本
部
門
で
金
賞
を
受

賞
し
、
東
京
都
の
代
表
5
校
の
う
ち
の
1
校
と
し
て
、
10
月
7
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
た
第
23
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

本
校
の
吹
奏
楽
部
に
と
っ
て
初
と
な
る
大
会
出
場
で
し
た
が
、
銀
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
後
も
、
金
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
新
た

な
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
応
援
や
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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教
育
長
職
務
代
理
者
　
大
野
　
順
布

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
に

は
、
久
し

ぶ
り
に
行

動
制
限
の
な
い
お
正
月
を
楽
し
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
新
年

早
々
の
20
歳
を
祝
う
会
も
、
今
年
は
一

堂
に
会
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

穏
や
か
な
日
々
と
当
た
り
前
の
日
常

を
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
も
教
育

環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
　
杉
原
　
栄
子

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
で

は
、
モ
ノ

レ
ー
ル
延

伸
の
実
現
に
向
け
た
息
吹
を
感
じ
ら
れ

る
今
日
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
子
供
た
ち
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
学
習
」
で

は
、
子
供
の
視
点
か
ら
考
え
た
地
域
へ

の
愛
着
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ア

に
驚
く
程
で
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
主
体
的
に

学
び
続
け
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

地
域
の
皆
様
と
共
に
見
守
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
委
員
　
比
留
間
　
雅
和

新
年
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

約
3
年

に
及
ぶ
行

動
制
限
が
解
除
さ
れ
、
か
つ
て
の
日
常

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

間
に
は
社
会
の
仕
組
み
が
変
化
し
た
と

思
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

教
育
に
お
い
て
も
、
そ
の
時
々
の
状

況
に
応
じ
合
理
的
か
つ
柔
軟
に
物
事
を

捉
え
、
周
り
の
大
人
た
ち
は
子
供
た
ち

の
成
長
を
第
一
に
考
え
て
い
く
べ
き
と

改
め
て
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
　
潮
　
美
和

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
は

「
1
人
1

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
の
導
入
か
ら
3

年
が
経
ち
ま
し
た
。

昨
年
、
小
学
校
を
訪
問
し
た
際
に

は
、
子
供
た
ち
の
タ
イ
ピ
ン
グ
の
速
さ

に
驚
い
た
と
同
時
に
時
代
の
変
化
を
感

じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

学
び
に
繋
が
る
の
か
を
楽
し
み
に
、
子

供
た
ち
の
未
来
に
期
待
を
し
て
い
ま

す
。

武蔵村山市の子供たちのために　～教育委員の抱負～

小
学
校
登
下
校
路
の�

�

合
同
点
検
を
実
施
し
ま
し
た

伸
び
ゆ
く
子
供
展
を�

�

開
催
し
ま
し
た

児
童
の
通
学
の
安
全
を
図
る
た
め
、
7

月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
小
学
校
が
抽
出

し
た
危
険
な
28
箇
所
に
つ
い
て
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
東
大
和
警
察
署
、
市
の
関
係
機

関
等
で
現
地
確
認
を
す
る
と
と
も
に
対
策

案
を
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
東
大
和
警
察
署
及
び
道
路

管
理
者
等
か
ら
技
術
的
な
助
言
等
を
い
た

だ
き
な
が
ら
通
学
路
の
よ
り
一
層
の
安
全

対
策
を
図
り
ま
す
。

こ
ん
な
場
所
を
点
検
し
て
い
ま
す

こ
ん
な
場
所
を
点
検
し
て
い
ま
す

〇　
見
通
し
の
よ
い
道
路
や
幹
線
道
路
の

抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
道
路
な
ど
車
の

速
度
が
上
が
り
や
す
い
箇
所
、
大
型
車

の
進
入
が
多
い
箇
所

〇　
過
去
に
事
故
に
至
ら
な
く
て
も
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
あ
っ
た
箇
所

〇　
保
護
者
、
見
守
り
活
動
者
、
地
域
住

民
等
か
ら
市
へ
の
改
善
要
請
が
あ
っ
た

箇
所
な
ど

11
月
7
日
（
火
）
～
10
日
（
金
）、
市

役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
市
内
小
・

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
及
び
都
立
村
山

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
が
一
生

懸
命
作
っ
た
絵
画
や
工
作
な
ど
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ�

	
チ
ャ
レ
ン
ジ
校
の
取
組�

�

～
雷
塚
小
学
校
～

６
年
生
は
、
国
語
単
元
「
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
」
の
学
習
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
中

で
子
供
た
ち
か
ら
は
、「
ゴ
ミ
を
減
ら
す

た
め
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し
た
い
。」

と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

み
ん
な
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
計
画
、

準
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
10
月
の
学
校
公
開
日
に
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
多

く
の
保
護
者
、
児
童
、
地
域
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

お
客
さ
ん
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

「
少
し
で
も
環
境
を
よ
く
で
き
る
取
組
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど
、
達
成
感
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

開
校
50
周
年
記
念
式
典�

�

～
大
南
学
園
第
七
小
学
校
～

本
校
は
、
今
年
度
開
校
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
48
年
に
「
武
蔵
村
山
市
立

第
七
小
学
校
」
と
し
て
開
校
し
、
平
成
28

年
に
は
、「
小
中
一
貫
校
大
南
学
園
」
と

し
て
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

長
い
歴
史
の
中
、
50
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
記
念
に
残
る
行
事
な
ど
を
計

画
す
る
こ
と
で
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
と
共
に
、
新
た
な
歩
み
へ
の
１
年

を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
（
水
）
に
は
、
武
蔵
村
山
市

長
は
じ
め
、
市
議
会
議
長
、
教
育
長
、
歴

代
校
長
、
地
域
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
ご

来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、「
五

十
周
年
記
念
式
典
」
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
在
校
生
を
代
表
し
て
６

年
生
が
参
列
し
ま
し
た
。

厳
粛
な
空
間
の
中
、
来
賓
の
皆
様
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
児
童
は
、
あ
ら
た
め

て
開
校
50
年
の
歩
み
の
尊
さ
を
実
感
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
式
典
に

合
わ
せ
、
武
蔵

村
山
市
よ
り
、

「
五
十
周
年
記

念
誌
」、
学
区

域
や
全
校
児
童

の
写
真
を
載
せ

た
「
下
敷
き
」

「
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
」
が
、
全

児
童
に
記
念
品

小
中
一
貫
教
育
の
日�

　
　
　
一
中
校
区
研
究
会�

�

～
第
一
中
学
校
～

10
月
11
日
（
水
）
に
第
2
回
一
中
校
区

研
究
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
会
は
第
一
中
学
校
の
全
学

級
が
授
業
公
開
を
行
い
、
第
一
小
学
校
と

第
九
小
学
校
の
教
員
が
参
観
し
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

が
大
勢
参
観
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
学
年

の
生
徒
も
ど
こ
と
な
く
嬉
し
そ
う
な
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

授
業
参
観
後
は
、
各
部
会
に
分
か
れ
て

本
日
の
授
業
に
関
す
る
質
疑
応
答
や
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
級
の

分
科
会
で
は
、
本
日
行
っ
た
「
ハ
ー
ド
ル

走
」
の
学
習
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
参

観
者
か
ら
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
低
い

ハ
ー
ド
ル
で
は
な
く
、
本
物
の
ハ
ー
ド
ル

を
使
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。」、「
小
学
校
の

学
習
で
は
ハ
ー
ド
ル
を
使
っ
て
い
ま
す
。」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
確
か
に

小
学
校
で
経
験
し
て
い
る
の
な
ら
中
学
校

で
も
で
き
る
は
ず
で
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
を

用
い
て
授
業
を
行
う
と
生
徒
は
怖
が
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の

か
様
々
な
面
か
ら
調
べ
た
と
こ
ろ
、
小
学

校
で
使
用
し
て
い
る
ハ
ー
ド
ル
を
一
番
高

く
し
た
も
の
が
、
中
学
校
の
ハ
ー
ド
ル
の

一
番
低
い
高
さ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
の
学
び
を
生
か
し
て
、

小
学
校
の
教
員
は
、
中
学
校
の
ハ
ー
ド
ル

の
高
さ
を
目
標
に
指
導
を
行
い
、
中
学
校

の
教
員
は
生
徒
の
学
習
経
験
を
踏
ま
え
た

指
導
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
円
滑
な
指
導

が
実
現
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
中
合
同
の
研
究
会

は
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教
員
が
そ
れ
ぞ

れ
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
、

実
は
違
う
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る

よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
小

中
の
連
携
を
深
め
て
子
供
の
成
長
を
支
え

て
い
き
ま
す
。

と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
、
左
記
の
二

点
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
記
念
植
樹
（
桜
の
木　
二
本
）

○
記
念
整
備
事
業
費

�

（
学
級
農
園
の
整
備
改
良
費
用
）

こ
ち
ら
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
地

域
企
業
の
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
け

ま
し
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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大南学園第七小学校　校長　川口 周作

雷塚小学校　校長　高瀬 隆太郎

第三中学校　校長　飯星 健司

第五中学校　校長　榎戸 千代子

第十小学校　校長　中村 清敬

第一中学校　校長　島田 治

大南学園第四中学校　校長　清水 実

の取組を紹介しますの取組を紹介します
市立学校では、施設一体型、施 設隣接型、施設分離型による

今年度各校が行った特色ある学校 づくりの取組を紹介します。

各校区がそれぞれの特長を生かし、強い連携と豊か な高め合いのもと、教育活動が展開されています。
いわゆる小中一貫教育の3つの型を展開し ている全国でも稀有な特長をもっています。

また、各校、それぞれの特長を生 かし様々な取組を行っています。

「学校2020レガシー」の構築及び体力向上の
推進を目標の一つに掲げ、オリパラ教育の成果
を生かし、保健体育科を中心に充実を図ってい
ます。令和4年度よりアテネ五輪の金メダリス

トの塚原直也氏を講師に
招き、継続的に器械運動
の指導を受ける機会を設
けています。

各学年で「ゼロ・カーボンチャレンジ」と称
して、様々な取組を実施しています。2年生の
校外学習では、都内でのゼロカーボンの取組を
調べました。また3年生は、「脱炭素まちづく

りカレッジ」を受講し
て、二酸化炭素を減らす
取組の疑似体験をしまし
た。

本校の生徒会と校区小学校の二小・八小・十
小の児童会、武蔵村山高校生徒会が集まり、本
校で「五中サミット」を開催しています。毎
年、いじめ防止に向けた各校の取組と「いじめ

防止標語」を発表し合
います。五中校区の小
中高が一体となってい
じめ防止の取組を推進
しています。

「人を大切にする学校」の学校経営方針のも
と、本校では人権教育の充実に向けた取組を推
進しています。「自分も人も大切にする」とい
う目標を達成するための取組を全教育活動を通

して実践しています。ま
た、人権課題に関する指
導を通して偏見や差別を
許さない心を育てる取組
も行っています。

五中校区の学校として、生徒会サミットや職
場体験など様々な交流を行っています。また、
市の自然や農業、ショッピングモールなどと連
携した「まちづくり学習」も、毎年アップグ

レードしています。6年
間の学びを通して、地域
に誇りや愛着をもつこと
を目指しています。

まちづくり学習の一環として、4年生では
『福祉活動』への理解を深める学習を行ってい
ます。今年度は、市の社会福祉協議会の協力を
得て、様々な福祉体験活動を実施しました。車

椅子体験、高齢者体験、
様々なユニバーサルデザ
インの道具などに触れる
体験をしました。

本校では、道徳授業を全教員で行う「ロー
テーション道徳」を行っています。教室では担
任以外の教員も交代で教壇に立ち、様々な見

方・考え方を示すこと
で、生徒が多面的・多
角的に考え議論する道
徳授業を推進していま
す。
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第一小学校　校長　押本 純樹

第三小学校　校長　佐々木 琢 第九小学校　校長　吉成 かおる

第八小学校　校長　牧 一彦

村山学園　統括校長　井内 潔

第二小学校　校長　井口 洋

特色ある学校づくり特色ある学校づくり
市立学校では、施設一体型、施 設隣接型、施設分離型による

今年度各校が行った特色ある学校 づくりの取組を紹介します。

各校区がそれぞれの特長を生かし、強い連携と豊か な高め合いのもと、教育活動が展開されています。
いわゆる小中一貫教育の3つの型を展開し ている全国でも稀有な特長をもっています。

また、各校、それぞれの特長を生 かし様々な取組を行っています。

「みんなで遊べて、歌えて、話し合える学校」
を目指しています。児童も教員も和気あいあい
として過ごしている温かい雰囲気が、テレビ番
組でも紹介されました。取材には全く緊張せ

ず、思いのままに自己表
現する児童の姿があり、
うれしかったです。ヤギ
のココアやハッピー、ウ
サギのプリンもみんなの
仲間です。

今年度より期末テストを実施し、算数科で誰
一人取り残さない授業づくりについて研究を
行っています。確かな学力の定着と、個別最適
な学びを実現する学校づくりを、特色の一つと
して取り組んでいます。特別支援教室（伸び伸

び教室）では、拠点校と
して五中校区に理解教育
を広げ、子供たち個々の
課題に向き合いながら、
社会性を育んでいます。

総合的な学習の時間の中で、まちづくり学習
を進めています。地域の皆様のご協力のもと、
みかん農園見学、村山大島紬体験、菊づくり体
験、水田学習、お囃子体験等に取り組み、地域

に伝わる伝統・文化のよ
さを児童自らが気付き、
発信していく学習を進め
ています。地域とのかか
わりの中で、自尊感情を
育んでいます。

本校では、地域との関わりや人とのつながり
を通して、武蔵村山市のよいところを調べた
り、様々な体験をしたりしながら、よりよいま
ちづくりについて考える学習をしています。

将来、役割と責任を
もって地域社会に貢献し
ようとする子供を育てて
いきます。

本校は「ゼロカーボンシティチャレンジ校」
として、様々な取組をしています。
6年生はこれまでの学習の発表会とフリー
マーケットをイオンモールむさし村山で、開催

しました。2日間の開催
で282名のお客様が訪れ、
計1153点の品物を販売し
ました。

「部活動」と言えば、中学生が取り組む活動と思われがちですが、村山学園では小学部6年生か
ら参加できます。9月に6年生に向けて部活動説明会を行い、6年生は興味のある部に入部するこ

とができます。現在、各部活動で6年生が中学生と一緒に活動をしています。
吹奏楽部に入部した6年生は、10月に行われた合唱コンクールで演奏
し、練習の成果を発表しました。4月からは中学生として、本格的に部活
動に参加します。中学校に向け、3学期、ますます部活動に力が入りま
す。
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「
伝
統
再
建
！
8
Ｐ
祭
り
」�

�

～
第
八
小
学
校
～

8
Ｐ
祭
り
（
ハ
ッ
ピ
ー
祭
り
）
が
、
10

月
6
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
8
Ｐ
祭
り
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
前
よ
り
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
八
小
伝
統
の
行
事
で
す
。

再
開
に
当
た
っ
て
は
、
例
年
踏
襲
で
は

な
く
、
今
の
学
校
や
地
域
に
合
わ
せ
た
新

た
な
形
を
模
索
し
て
企
画
さ
れ
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
八
小
の
子
供
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
10
月
28

日
（
土
）
に
、
青
少
対
第
三
地
区
委
員
会

主
催
の
み
か
ん
狩
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
の
青
少
対
主
催
行
事
は
、

例
年
球
技
大
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
数
が
や
や
低
迷
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
、
全
校
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
み
か
ん
狩
り

を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
校
学
区
域

に
あ
る
小
林
農
園
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
み
か
ん
狩
り
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
80
名
以
上
の
子
供
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。
学
校
を
集
合
・
解
散
場
所

と
し
、
徒
歩
で
小
林
農
園
に
向
か
い
ま
し

た
。
み
か
ん
園
の
方
か
ら
説
明
を
聞
い
た

学
区
域
に
あ
る
み
か
ん
園
で�

	

み
か
ん
狩
り
を
行
い
ま
し
た�

�

～
第
三
小
学
校
～

後
、
早
速
狭
山
丘
陵
の
南
斜
面
に
あ
る
広

大
な
み
か
ん
畑
で
み
か
ん
狩
り
を
行
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
、
思
い
思
い
に
園
内

を
歩
き
、
お
い
し
そ
う
な
み
か
ん
を
木
か

ら
取
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
食
べ
放
題
な
の

で
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
み
か

ん
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
持
ち
帰

り
用
の
み
か
ん
を
収
穫
す
る
子
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
た
く
さ
ん

の
み
か
ん
を
収
穫
で
き
て
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
行
き
た
い
と

つ
ぶ
や
く
子
供
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

今
回
の
み
か
ん
狩
り
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
青
少
対
の
役
員
の
方
々
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
実
現
し
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト�

　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ル
体
験�

�

～
第
十
小
学
校
～

東
京
都
教
育
委
員
会
の
「
笑
顔
と
学
び

の
体
験
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

10
月
18
日
（
水
）
に
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
の
土
子
大
輔
（
つ
ち
こ
だ

い
す
け
）
さ
ん
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。
土

子
選
手
は
、
2
0
1
6
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
で
活
躍

さ
れ
た
方
で
す
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
は
、
車
い
す

の
ス
ピ
ー
ド
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
し
て

く
だ
さ
り
、
児
童
は
そ
れ
に
少
し
で
も
追

い
つ
こ
う
と
、
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

終
盤
に
は
、
児
童
が
試
合
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
場
面
も
あ
り
、
車
い
す
と
ボ
ー
ル

の
操
作
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
純
粋
に
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
真
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
こ
と
も
体
感
し
ま
し
た
。
多
様
性
の
社

会
を
生
き
て
い
く
た
め
の
、
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

みかんを収穫する子供たち

「心のバリアフリー化宣言！車いす
スポーツ体験」にのぞむ4～6年生
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お
い
し
く
で
き
た
よ�

　
　
　
村
山
か
て
う
ど
ん�

�

～
村
山
学
園
～

小
中
連
携
百
人
一
首
ク
ラ
ブ�

�

～
大
南
学
園
第
四
中
学
校
～

全
校
で
行
く
校
外
学
習�

　
人
と
つ
な
が
り
、
子
供
が
育
つ�

　
た
て
わ
り
班
活
動�

�

～
第
九
小
学
校
～

第
九
小
学
校
が
開
校
し
た
と
き
か
ら
50

年
以
上
も
続
い
て
い
る
活
動
に
、
全
校
の

た
て
わ
り
班
で
行
く
校
外
学
習
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
九
小
が
大
切
に
し
て
い
る

伝
統
行
事
で
す
。

今
年
度
は
10
月
末
に
野
山
北
公
園
ま
で

出
か
け
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
例
年
、
事

前
の
準
備
か
ら
当
日
の
活
動
ま
で
、
6
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
全
校
児
童
を
ま
と
め

ま
す
。
今
年
も
、
最
上
級
生
と
し
て
集
団

の
中
で
自
分
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
な

が
ら
活
躍
す
る
6
年
生
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
た
て
わ
り
班
活
動
の
お
か
げ
で
、

本
校
で
は
学
年
が
違
っ
て
い
て
も
、
子
供

た
ち
同
士
は
お
互
い
の
顔
や
名
前
を
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
。
休
み
時
間
、
校
庭
で
低

学
年
が
言
い
合
い
に
な
る
と
、
高
学
年
の

誰
か
が
駆
け
寄
り
、
双
方
か
ら
話
を
聞
い

て
仲
裁
し
て
い
る
様
子
を
見
か
け
ま
す
。

誰
か
が
転
ん
で
倒
れ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に

9
月
27
日
（
水
）
に
小
学
部
3
年
生
が

「
村
山
か
て
う
ど
ん
の
会
」
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
村
山
か
て
う
ど
ん
作
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
、「
ま
ち

づ
く
り
学
習
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、

地
域
の
伝
統
・
文
化
を
知
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
深
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。

う
ど
ん
を
日
頃
か
ら
よ
く
食
べ
て
い
る

本
校
で
は
、
七

小
生
・
四
中
生
の

希
望
者
が
集
ま
っ

て
小
中
合
同
の

「
百
人
一
首
ク
ラ

ブ
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の

放
課
後
に
武
道
場

で
、
カ
ル
タ
の
魅

力
に
と
ら
わ
れ
た

小
中
学
生
が
、
七

小
の
先
生
の
指
導

の
下
、
熱
心
に
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

畳
の
上
に
札
を
並
べ
、
向
か
い
合
っ
て

対
戦
し
ま
す
。
相
手
は
小
学
生
同
士
だ
っ

た
り
、
小
学
生
対
中
学
生
だ
っ
た
り
と
、

そ
の
と
き
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
が
変
わ

り
ま
す
。
先
生
の
読
み
上
げ
る
上
の
句
を

聞
い
て
札
を
探
し
、
札
を
と
る
と
き
の

「
は
い
！
」
と
言
う
声
が
武
道
場
中
に
響

き
ま
す
。

こ
う
し
て
練
習
し
た
成
果
は
、
市
の
百

人
一
首
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
す
な

ど
、
結
果
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

百
人
一
首
は
国
語
の
授
業
で
も
扱
い
ま

す
。
日
本
の
伝
統
・
文
化
の
一
つ
と
し

て
、
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

そ
の
周
り
に
子
供
が
集
ま
り
、
転
ん
だ
子

供
に
怪
我
が
な
い
か
声
を
掛
け
た
り
、
教

員
に
知
ら
せ
た
り
と
役
割
分
担
を
し
て
助

け
る
姿
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
は
上

級
生
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
1
年

生
も
、
上
級
生
と
関
わ
り
な
が
ら
様
々
な

こ
と
を
学
び
、
高
学
年
に
な
る
頃
に
は
班

全
体
や
下
級
生
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
っ
て
い
き
ま
す
。

「
大
人
が
育
て
る
」
だ
け
で
な
く
、「
子

供
同
士
で
育
つ
」
と
い
う
発
想
を
大
切

に
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

児
童
が
多
い
で
す
が
、
自
分
で
作
る
の
は

多
く
の
児
童
が
初
め
て
で
す
。
初
め
は
、

緊
張
気
味
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
慣

れ
て
く
る
に
つ
れ
、
生
地
の
柔
ら
か
く
、

気
持
ち
の
良
い
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。ま

た
、
村
山
か
て
う
ど
ん
の
歴
史
、
麺

や
つ
け
汁
の
特
徴
な
ど
の
魅
力
に
つ
い
て

も
講
師
の
方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

体
験
後
に
は
、
一
人
一
人
が
村
山
か
て

う
ど
ん
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
ま
し

た
。一

度
食
べ
た
ら
わ
す
れ
ら
れ
な
い

村
山
か
て
う
ど
ん

愛
情
た
く
さ
ん
の
村
山
か
て
う
ど
ん

�

な
ど

今
回
の
学
習
を
通
し
て
、
子
供
た
ち

は
、
武
蔵
村
山
市
が
誇
る
伝
統
文
化
に
つ

い
て
、
五
感
を
使
い
な
が
ら
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
山
学
園
で

は
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
中
で
、

武
蔵
村
山
市
の
良
さ
や
魅
力
を
発
見
し
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公園でのアスレチック

下級生の安全を守りながら
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ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
記
念
事
業�

「
い
き
い
き
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」�

�

を
開
催
し
ま
し
た

第
40
回
少
年
少
女�

�

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
！

第
50
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会�

�

～
全
94
チ
ー
ム
が
力
走
～

市
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向
上
等
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
あ
る
「
走
る
」「
投

げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
陸
上
教
室
を
10

月
1
日
（
日
）
に
総
合
体
育
館
第
一
体
育

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
国
際
陸
上
競
技
連
盟
公
認

指
導
者
資
格
を
有
す
る
井
原 

直
樹 
氏
、

2
0
1
4
年
円
盤
投
げ
日
本
選
手
権
第
3

位
の
宮
内 

優 

氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
の
た
め
室
内
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区　分 男子の部

優　 勝 一小　７分 ! ？

準 優 勝 十小　ベーベーズ

第 三 位
三小　小林サッカー協会

三小　クリキントンズ３

区　分 女子の部

優　 勝 十小　ガールズ

準 優 勝 八小　GOGO ガールズ

第 三 位
雷塚　バンビーノ

十小　やる気でがんばる

部門 チーム名 タイム

一 般 の 部 村山ジョニーズ 46分15秒

地 域 の 部 峰自治会 A 56分37秒

女 子 の 部 感染研女子 B 1時間14分09秒

中学生男子の部 武蔵村山第五中学 A 56分18秒

中学生女子の部 武蔵村山第五中学 1時間08分39秒

小学生男子の部 ミニバス翼 A 55分24秒

※小学生女子の部はエントリーなし

11
月
18
日
（
土
）
に
総
合
運
動
公
園
第

1
・
2
運
動
場
で
第
40
回
少
年
少
女
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
各
小
学

校
か
ら
集
ま
っ
た
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま

で
の
男
女
全
22
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

試
合
は
、
男
子
の
部
18
チ
ー
ム
・
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
女
子

の
部
4
チ
ー
ム
・
リ
ー
グ
戦
に
よ
り
行
わ

れ
、
男
子
の
部
は
「
一
小　

7
分
!？
」、

女
子
の
部
は
「
十
小　
ガ
ー
ル
ズ
」
が
優

勝
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
チ
ー
ム
は
表
の
と
お
り

で
す
。

12
月
10
日
（
日
）
に
市
民
駅
伝
競
走
大

会
が
、
総
合
体
育
館
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
14
・
75
㎞
、
6
区
間
の

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
50
回
目
の
開
催
と
な
る
今
大
会
も
姉

妹
都
市
で
あ
る
長
野
県
栄
村
か
ら
の
1

チ
ー
ム
を
含
む
特
別
参
加
が
6
チ
ー
ム
、

一
般
の
部
45
チ
ー
ム
、
地
域
の
部
9
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
5
チ
ー
ム
、
中
学
生
男
子

の
部
10
チ
ー
ム
、
中
学
生
女
子
の
部
8

【各部門優勝チーム】
今
回
は
4
年
振
り
に
青
梅
街
道
を
走
る

コ
ー
ス
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
沿
道

か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
た
ラ
ン

ナ
ー
達
は
元
気
な
走
り
を
見
せ
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
及
び
タ
イ
ム
は

表
の
と
お
り
で
す
。

�

（
市
HP

‥

1
0
1
0
0
0
8
）

チ
ー
ム
、
小
学
生
男
子
の
部
11
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
が
俊
足
を
競

い
あ
い
、
襷
を
繋
ぎ
ま
し
た
。
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令
和
6
年�

�
「
20
歳
を
祝
う
会
」
お
知
ら
せ

式
典
（
代
表
者
の
誓
い
の
言
葉
な
ど
）

と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
2
部
構
成
で
行
い

ま
す
。
一
生
に
一
度
し
か
参
加
で
き
な
い

イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
1
月
8
日
（
月
・
祝
）
午
前
11

時
～
午
後
0
時
30
分
（
受
付
午

前
10
時
30
分
～
）

【
場
所
】
さ
く
ら
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）

大
ホ
ー
ル

【
対
象
】
平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

16
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
市

内
在
住
の
か
た
等

※　
対
象
者
の
か
た
に
は
、
12
月
上
旬
に

ご
案
内
の
は
が
き
を
お
送
り
し
て
お
り

ま
す
。

�

（
市
HP

‥

1
0
0
5
8
6
9
）

市
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物
作
り
を
楽

し
み
、
学
ん
で
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

そ
ん
な
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
、
物
作

り
や
体
験
学
習
を
行
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
や
、
お
い
し
い
食
べ

物
を
ご
用
意
し
て
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お

第
26
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス�

�

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
！

第
36
回�

�

多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
開
催

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
6
年
3
月
3
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
さ
く
ら
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）

市
役
所
市
民
駐
車
場

【
内
容
】
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
飲
食
模
擬
店
、
舞
台
出
演

（
小
ホ
ー
ル
）

※　
1
月
末
日
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

�

（
市
HP

‥

1
0
1
5
2
0
7
）

多
摩
地
域
22
市
町
の
郷
土
の
歴
史
や
文

化
財
、
自
然
等
の
書
籍
を
一
堂
に
集
め
、

展
示
販
売
し
ま
す
。

各
市
町
の
書
籍
を
ま
と
め
て
購
入
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
1
月
20
日
（
土
）

�

午
前
10
時
～
午
後
5
時

1
月
21
日
（
日
）

�

午
前
10
時
～
午
後
3
時

〈
問
合
せ
〉
文
化
振
興
課
生
涯
学
習
係

�

☎
0
4
2
‐
5
6
5
‐
1
1
1
1

�

（
内
線
6
5
2
・
6
5
3
）

〈
問
合
せ
〉
歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
0
4
2
‐
5
6
0
‐
6
6
2
0

〈
問
合
せ
〉
雷
塚
図
書
館

�

☎
0
4
2
‐
5
6
4
‐
1
2
8
4

【
会
場
】
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア

イ
ム
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
立
川

市
曙
町
2
‐
36
‐
2
）

【
主
催
】
東
京
都
市
社
会
教
育
課
長
会
文

化
財
部
会

※　
会
場
に
は
専
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
隣
接
す
る
有
料
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
新
刊
図
書
の
ご
案
内

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
特
別
展
「
武
蔵

村
山
の
遺
跡
」
を
3
月
20
日
（
水
・
祝
）

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
別
展
解
説
書
で
あ
る
『
武
蔵
村
山
の

遺
跡
』
で
は
、
写
真
や
図
を
多
用
し
、
旧

石
器
時
代
か
ら
古
代
と
い
わ
れ
る
奈
良
・

平
安
時
代
あ
た
り
ま
で
の
遺
跡
や
出
土

品
、
発
掘
調
査
の
結
果
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

（
フ
ル
カ
ラ
ー
、
60
ペ
ー
ジ
、
頒
布
予
定
）

辰
（
た
つ
）
年
に
お
す
す
め
！�

�

辰
・
龍
・
た
つ
・
タ
ツ
の
本

『
り
ゅ
う
お
う
さ
ま
の
た
か
ら
も
の
』（
イ

チ
ン
ノ
ロ
ブ
・
ガ
ン
バ
ー
ド
ル
　
文
　

バ
ー
サ
ン
ス
レ
ン
・
ボ
ロ
ル
マ
ー
　
絵
　

津
田
紀
子
　
訳
　
福
音
館
書
店
）

「
け
っ
し
て　
ふ
た
を　
あ
け
て
は
な

ら
ぬ
ぞ
」
り
ゅ
う
お
う
さ
ま
の
娘
を
助
け

た
お
礼
に
“
み
ず
の
も
と
”
が
入
っ
た
宝

箱
を
も
ら
っ
た
弟
。
と
こ
ろ
が
、
話
を
聞

い
た
兄
が
、
こ
っ
そ
り
ふ
た
を
あ
け
て
し

ま
い
…
。
美
し
い
絵
で
な
ぞ
と
き
も
楽
し

め
る
、
モ
ン
ゴ
ル
の
お
話
で
す
。

『
ド
ラ
ゴ
ン
に
ご
よ
う
じ
ん
』（
茂
市
久
美

子
　
作
　
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
　
絵
　
国
土

社
）子

ぎ
つ
ね
の
き
い
く
ん
は
、
お
じ
い
さ

ん
か
ら
ふ
し
ぎ
な
マ
ッ
チ
箱
を
も
ら
い
ま

し
た
。
お
ま
じ
な
い
を
つ
ぶ
や
い
て
マ
ッ

チ
箱
を
開
け
る
と
中
か
ら
何
が
出
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

～
そ
の
ほ
か
　
お
す
す
め
の
本
～

「
赤
い
目
の
ド
ラ
ゴ
ン
」（
岩
波
書
店
）

「
99
ひ
き
の
り
ゅ
う
」（
福
武
書
店
）

「
ほ
し
に
な
っ
た
り
ゅ
う
の
き
ば
」（
福

音
館
書
店
）

「
エ
ル
マ
ー
と
り
ゅ
う
」（
福
音
館
書
店
）

�

な
ど
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教育長・教育委員の動き（10月～12月）
10月　1日（日）	 令和5年度武蔵村山市スポーツ都市宣言記

念事業いきいきわくわくスポーツ教室　開
会式・閉会式

10月　6日（金）	 東京都市町村教育委員会連合会第1回研修
会

10月　8日（日）	 第18回地区ふれあいスポレク大会
10月11日（水）	 小中一貫教育の日
10月23日（月）	 第10回教育委員会定例会
10月25日（水）	 教育委員定例学校訪問
10月29日（日）	 第12回武蔵村山市小中学生百人一首大会　

開会式・閉会式
11月3日（金・祝）	自治功労者・一般表彰者表彰式
11月　8日（水）	 東京都市教育長会
11月11日（土）	 第54回市民文化祭　開会式
11月17日（金）	 第11回教育委員会定例会

11月18日（土）	 令和5年度少年少女スポーツ大会第40回
少年少女サッカー大会　開会式・閉会式

11月22日（水）	 小中一貫校大南学園第七小学校開校50周
年記念式典

12月10日（日）	 第50回武蔵村山市民駅伝競走大会
12月15日（金）	 第12回教育委員会定例会
12月28日（木）	 令和5年仕事納め式

教育委員会提出議案（9月～11月）
提出議案8件（うち可決された議案8件）

主な可決議案
・武蔵村山市立学校の令和6年度入学式及び卒業証書授与式の日

程について

詳しくは、市ホームページ（HP：1000824）をご覧くださ
い。

事 業 名 開 催 日 場 所 対 象 者 等 問合せ先

令和６年「20歳を祝う会」 1/8（月・祝） さ く ら ホ ー ル
（ 市 民 会 館 ）

平成15年4月2日～
平成16年4月1日生まれの市民等 文化振興課

第26回生涯学習フェスティバル 3/3（日）
さ く ら ホ ー ル
（ 市 民 会 館 ）
市役所市民駐車場

市　民 文化振興課

令和6年1月～3月　主な教育委員会関係事業予定

「教育むさしむらやま」へのご意見・ご感想をお寄せください。

「ちゅうでん教育大賞」受賞第２２回第２２回
第十小学校の今井一馬副校長等3名の教員
が、「まちづくり学習」として取り組んでき
た実践を教育論文としてまとめ「ちゅうでん
教育大賞」に応募したところ、最高賞となる
教育大賞を受賞しました。

【研究題目】
「食品ロス」問題を入り口とした「まちづ
くり学習」への挑戦～公立学校の6年生が地
域の産・官・学をつなぐ～

【選考総評】（一部抜粋）
規格外野菜の販売に加え、フードドライブ
の取り組みにも挑戦し、広報活動の重要性を
国語の話し合い活動の機会で設定できた点も
この実践が広がりを有した背景であろう。
ショッピングモール内の店舗へのインタ
ビューやデジタルで取材の成果ポスターを作
成した点も小学生としては素晴らしい。食品
ロス問題を入り口として「まちづくり学習」
にまで高めた点で全国のモデルともなる実践
と言えよう。

右より、久保田萌海教諭、今井一馬副校長、
比留間雄大教諭（現・三鷹市立第一小学校）

※「ちゅうでん教育大賞」は、公益財団法人ちゅうでん教育振
興財団の教育振興助成事業です。


